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北海道病院
旧：北海道社会保険病院

札幌北辰病院
旧：札幌社会保険総合病院

登別病院
旧：登別厚生年金病院

秋田病院
旧：秋田社会保険病院

仙台病院
旧：仙台社会保険病院

仙台南病院
旧：宮城社会保険病院

二本松病院
旧：社会保険二本松病院

さいたま北部医療センター
旧：社会保険大宮総合病院

埼玉メディカルセンター
旧：埼玉社会保険病院

千葉病院
旧：千葉社会保険病院

船橋中央病院
旧：社会保険船橋中央病院

東京高輪病院
旧：せんぽ東京高輪病院

東京新宿メディカルセンター
旧：東京厚生年金病院

東京山手メディカルセンター
旧：社会保険中央総合病院

東京城東病院
旧：城東社会保険病院

東京蒲田医療センター
旧：社会保険蒲田総合病院

横浜中央病院
旧：社会保険横浜中央病院

横浜保土ケ谷中央病院
旧：横浜船員保険病院

相模野病院
旧：社会保険相模野病院

湯河原病院
旧：湯河原厚生年金病院

うつのみや病院
旧：宇都宮社会保険病院

群馬中央病院
旧：社会保険群馬中央総合病院

山梨病院
旧：社会保険山梨病院

高岡ふしき病院
旧：社会保険高岡病院

玉造病院
旧：玉造厚生年金病院

大阪病院
旧：大阪厚生年金病院

大阪みなと中央病院
旧：大阪船員保険病院

星ヶ丘医療センター
旧：星ヶ丘厚生年金病院

神戸中央病院
旧：社会保険神戸中央病院

滋賀病院
旧：社会保険滋賀病院

京都鞍馬口医療センター
旧：社会保険京都病院

大和郡山病院
旧：奈良社会保険病院

りつりん病院
旧：社会保険栗林病院

宇和島病院
旧：宇和島社会保険病院

高知西病院
旧：厚生年金高知リハビリテーション病院

下関医療センター
旧：社会保険下関厚生病院

徳山中央病院
旧：綜合病院社会保険徳山中央病院

金沢病院
旧：金沢社会保険病院

福井勝山総合病院
旧：福井社会保険病院

若狭高浜病院
旧：社会保険高浜病院九州病院

旧：九州厚生年金病院

佐賀中部病院
旧：佐賀社会保険病院

伊万里松浦病院
旧：社会保険浦之崎病院

久留米総合病院
旧：社会保険久留米第一病院

福岡ゆたか中央病院
旧：健康保険直方中央病院

南海医療センター
旧：健康保険南海病院

湯布院病院
旧：湯布院厚生年金病院

宮崎江南病院
旧：社会保険宮崎江南病院

諫早総合病院
旧：健康保険諫早総合病院

熊本総合病院
旧：健康保険熊本総合病院

人吉医療センター
旧：健康保険人吉総合病院

天草中央総合病院
旧：健康保険天草中央総合病院

可児とうのう病院
旧：岐阜社会保険病院

桜ヶ丘病院
旧：社会保険桜ヶ丘総合病院

三島総合病院
旧：三島社会保険病院

中京病院
旧：社会保険中京病院

四日市羽津医療センター
旧：四日市社会保険病院

我ら全国ネットのJCHOは

地域の住民、行政、関係機関と連携し

地域医療の改革を進め

安心して暮らせる地域づくりに貢献します

「理念」

安心の地域医療を支える

本　部
〒108-8583　東京都港区高輪3-22-12　URL http://www.jcho.go.jp/
TEL：03（5791）8220　FAX：03（5791）8258
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● 3月 14 日

● 3月 28 日

● 4月 1日

● 4月 14 日

● 5月 19 日
～ 20 日

平成 28 年度診療報酬改定担当者説明会
　28 年度診療報酬改定について、厚生労働省保険局医療課の林課長補佐、中下主査に
ご講演いただきました。

三島総合病院　周産期センターの業務を開始
　周産期センター開設記念式典が 28 日に行わ
れました。静岡県東部の周産期救急の一翼を
担うべく整備された同センターは鉄骨３階建。
産科、婦人科、小児科の診療室、新生児特定
集中治療室（NICU）を含む 24 床の病室、分
娩室などの設備を有しますが、当面は常勤医
１人、非常勤医２人の体制で産科、婦人科の
診療を実施します。

新入職員の入職
　各病院が新入職員を迎えました。尾身茂理
事長から、全国２万８千人の「チーム JCHO」
の一員に加わった歓迎の意と今後の活躍を期
待するビデオメッセージを送りました。
　（写真は神戸中央病院の入職式の様子）

熊本地震が発生
　14 日の前震、16 日の本震で震度７を観測し
たほか、九州各地で余震が相次ぎ、熊本県、
大分県で大きな被害が発生しました。
　JCHO病院の被災状況及び支援活動については特集で報告いたします。

平成 28 年度新任管理者研修
　JCHO本部において、新任の病院長、事務部長、看護部長を対象に運営及び経営等に
必要な知識と実践力を取得し、管理能力の向上を図ることを目的とした研修を行いました。

◆「医療機関が地域包括ケアに取組むための事例集」を作成しました。

　JCHO病院における地域包括ケアに関する取り組みについてヒアリングを実施し、地域
包括ケアを見据えた院内各病棟・施設の運営、院内各施設の連携・情報共有の推進、地域
における医療・介護関係者とのネットワークづくり、地域へ向けた情報発信・交流の推進
といった課題毎に事例をとりまとめました。

JCHOホームページにも公開しておりますのでぜひご覧ください。
　http://www.jcho.go.jp/care

　本年４月から北海道病
院長を併任しておりま
す。小児科・産科を中心
に周産期医療に力を入れ
ています。さらに院内の
診療体制を固めるべく循
環器内科の医師確保活動
を行っており、次第にめ
どがついてきています。
地域包括ケア病棟を開設
するよう準備を進めてお
り、一層地域の病院との
連携を深めていきたいと
思っております。

北海道病院

佐々木 文章

　当院は羽田空港の最寄
りの病院です。前任の内
野直樹現理事が強力な
リーダーシップで意識改
革され能力が更にアップ
した職員とやる気のある
多くの新任職員を擁し
て、すでに大空に向かっ
てテイクオフしておりま
す。今後は超高齢化に備
えるべく地域包括ケアと
いう未知の医療領域を安
定飛行できるようにした
いと思っております。

東京蒲田医療センター

石井 耕司

　登別病院は今年度から
急性期病棟、回復期・リ
ハビリ病棟の 2 病棟 104
床とさらにコンパクトに
なりました。老朽化の問
題があり新築移転の方向
で話が進んでいます。登
別唯一の公的病院として
地元からの期待が高いの
ですが、医師確保などの
難題も抱えており、真田
丸のような心境です。何
とか頑張っていきたいと
思っております。

登別病院

伊藤 美夫

　当院の医療理念は「地
域の皆様に心のこもった
良質な医療を提供する」
ことです。当院の最も誇
りとするところは、諸先
輩の長年の努力で、地域
の人々から厚い信頼を得
ていることです。「医療
人である前に、良き社会
人、良き人」として職員
各位が、「あなたに会え
て良かった」と言われる
ような医療機関を目指し
たいと思います。

星ヶ丘医療センター

松本 昌泰

　JCHO 船橋中央病院
は、東京に隣接した千葉
県東葛飾南部医療圏にお
いて中心的な役割を長ら
く担ってきた病院です。
当医療圏では伝統のある
病院ですが、今後はこれ
まで以上に、地域包括医
療の中核となる病院にし
たいと思います。そのた
めにも、新病棟の建築を
病院活性化のシンボルと
して推進していきたいと
思っています。

船橋中央病院

横須賀 収

　当院は昨年、病院開設
70 周年を迎えました。こ
の 70 年間一貫して整形
外科に特化した病院とし
て、この地方に貢献して
まいりました。JCHO の
一員として、当院の特徴
を生かし、引き続き地域
に貢献してまいります。
当院は宍道湖畔の小高い
丘の上にあり、病院から
眺める宍道湖に沈む夕陽
は絶景です。是非一度お
立ち寄りください。

玉造病院

池田 登

　「制度に踊らされる仕
事をしてはいけない」か
つて大学病院の研修担当
になった時、研究仲間の
先生が私に言った言葉を
折にふれて思い出しま
す。JCHO 病院としての
mission をしっかりと果
たしながら、当院の良き
伝統・文化を尊重し、職
員それぞれの医療人とし
ての原点を見失わせるこ
とのないようにしたいと
思います。

東京新宿メディカルセンター

関根 信夫

　病院の基本理念「仁愛」
を職員に浸透して、皆が
身内や知人を当院に受診
させたいと思う病院にし
て行こうと思います。ま
た、地域連携パス、認知
症対策の実績をさらに積
み重ね、まち作りに積極
的に参加し、地域包括ケ
アシステムの要として、
安心の地域医療を支える
JCHO のブランド名を地
域に発信していきたいと
思います。

諫早総合病院

長郷 国彦

NEWS

新任院長メッセージ
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管理・労務・経営
担当理事

総合診療医・病院経営
担当理事

医療・介護・地域包括ケア
担当理事監事

宇口 比呂志内野 直樹

中野 惠牧 健太郎
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４
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Ｆ
Ｏ
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時
よ
り
、
総
務
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な
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文
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３
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統
合
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し
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ま
た
、
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成
26
年
４
月
か
ら
の
Ｊ
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席
審
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こ
の
様
な
経
緯
を
踏
ま
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４
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か
ら
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尾
身
理
事
長
よ
り

理
事
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た
し
ま
し
た
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、
移
行
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含
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こ
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４
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迎
え
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と
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り
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舵
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り
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お
り
ま
す
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さ
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
移
行
も
２
年
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ぎ
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皆
さ
ま
に
も
病

院
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ら
れ
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か
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か
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え
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し
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ら
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に
今
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て
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的
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受
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今
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し
く
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願
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た
し
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す
。

　

本
部
理
事
を
拝
命
し
ま
し
た
内
野
直
樹
で
す
。
現
場
一
筋

で
生
き
て
き
た
叩
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「
職
員
が
楽
し
く
忙
し
く
働
け
る
職
場
を
作
れ
ば
病
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良
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な
る　

安
定
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た
経
営
が
良
質
な
医
療
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供
を
約
束
す
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い
う
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ま
い
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と
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よ
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…
）
独
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ラ
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Ｊ
Ｃ
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Ｊ
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Ｈ
Ｏ
の

良
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」
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な
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す
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、
精
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杯
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ま
い
り
ま
す
。

　

消
え
る
寸
前
の
蝋
燭

（
ろ
う
そ
く
）
が
光
を
放

つ
よ
う
に
、
人
生
の
終

わ
り
に
与
え
ら
れ
た
機

会
を
無
駄
に
せ
ず
、
残

り
僅
か
な
期
間
を
燃
焼

し
つ
く
す
つ
も
り
で
頑

張
り
ま
す
。
担
当
領
域

以
外
に
も
勝
手
に
口
出

し
し
ま
す
が
、
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
ど
う

か
嫌
わ
ず
に
優
し
く
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
発
足
３
年
目
の
今
年
度
か
ら
、
皆
様
と
ご
一
緒

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
ま
で
配
属
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
防
衛
省
で
は
、
隊
員

の
み
な
さ
ん
の
心
身
の
健
康
管
理
、
医
官
の
育
成
お
よ
び
自

衛
隊
病
院
と
防
衛
医
大
の
運
営
に
関
す
る
業
務
等
に
携
わ
っ

て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
度
の
ご
縁
で
、
病
院
運
営
、
育
成
へ

の
関
与
と
し
て
は
同
様
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
医
療
へ

の
貢
献
の
た
め
、
皆
さ
ま
と
業
務
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
発
足
後
こ
の
二
年
間
は
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
、
業
務
を
す
す
め
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

日
常
の
業
務
で
は
、
一
医
療
人
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

署
に
て
業
務
に
精
励
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
震
災
で
は
、
全
国
の
グ
ル
ー
プ
施
設
が
、
九
州

の
施
設
を
気
遣
い
、
行
動
を
起
こ
し
ま
し
た
が
、　

グ
ル
ー

プ
で
あ
る
こ
と
が
い
か
に
心
強
く
、ま
た
、大
き
な
力
と
な
っ

た
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
医
療
は
、
チ
ー
ム
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
が
、
普
段
の
診
療
は
も
と
よ
り
、
研
修
、
研

究
に
い
た
る
ま
で
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
特
性
を
十
二
分
に

活
用
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
発
足
後
二
年
間
の
い
わ

ば
助
走
期
間
が
過
ぎ
、
三
年
目
と
な
っ
た
今
や
、
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
こ
と
を
、
今
ま
で
以
上
に
、
お
ひ
と
り
お
ひ
と
り
に

意
識
し
て
い
た
だ
き
日
々
の
業
務
の
大
き
な
活
力
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
方
は
、
独
立
行
政
法
人
の
組
織
人
と
し
て
の
自
覚
と

気
概
と
自
負
を
も
っ
て
引
き
続
き
、
邁
進
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
４
月
よ
り
監
事
を
拝
命
し
ま
し
た
。

　

平
常
の
業
務
が
法
令
等
に
し
た
が
っ
て
適
切
に
実
施
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
事
が
監
事
の
職
務
の
一
つ
で
す

が
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
全
施
設
に
お
け
る
全
て
の
業
務
プ
ロ
セ
ス

を
監
事
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、「
病
院
等
に
お
け
る
平
常
の
業
務
を
均
質

化
・
効
率
化
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
ど
の
よ

う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
」「
そ
れ
ら
の
ル
ー
ル
等
に
し
た

が
っ
た
業
務
の
実
施
状
況
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
る
か
」
と
い
っ
た
法
人
の
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
仕

組
み
（
内
部
統
制
）
の
整
備
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
監
事

監
査
の
重
要
な
目
標
の
一
つ
で
す
。

　

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
を
構
成
す
る
、
病
院
（
57
）、
介
護
老
人
保
健

施
設
（
26
）
お
よ
び
看
護
専
門
学
校
（
７
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
に
お
い
て
、
長
い
年
月
の
な
か
で
、
施
設
毎
の
仕
事
の

や
り
方
が
慣
習
化
・
明
文
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
（
法
人
全
体
で
は
無
く
）
施
設
毎
に

定
め
ら
れ
た
ハ
ウ
ス
・
ル
ー
ル
が
、
法
人
全
体
の
ル
ー
ル
に

適
合
し
て
い
る
か
否
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
も
監
事
の
重

要
な
役
割
で
す
。
現
場
の
監
査
時
に
は
こ
の
よ
う
な
点
に
も

留
意
し
て
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
は
発
足
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。「
桃
栗
３
年
、

柿
８
年
、
柚
９
年
、
梅
13
年
、
梨
15
年
…
」
と
の
実
が
な
る

期
間
の
例
え
が
あ
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
立
派
な
実
は
何

年
目
に
実
る
で
し
ょ
う
か
。
小
さ
な
実
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

全
国
で
毎
年
継
続
的
に
成
果
が
得
ら
れ
る
組
織
に
な
る
た
め

に
私
も
尽
力
す
る
所
存
で
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
移
行
の
是
非
が
問
わ
れ
る

「
言
い
訳
の
で
き
な
い
３
年
目
！
」

良
質
な
医
療
提
供
は
安
定
し
た
経
営
が
礎

職
員
が
充
実
し
て
働
け
る
職
場
を

グ
ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と
を
大
き
な
活
力
に

全
国
で
毎
年
継
続
的
に
成
果
が

得
ら
れ
る
組
織
に

新任理事・監事ごあいさつ
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●
本
部
の
対
応
等

　

４
月
14
日
（
木
）
21
時
30
分
頃
の
前
震
に
対

し
、
直
ち
に
機
構
本
部
に
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
、
被
災
状
況
把
握
・
幹
部
等
関
係
者
へ
の

連
絡
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
４
月
16
日
（
土
）
１
時
25
分
の
本

震
発
生
に
緊
急
参
集
し
諸
対
応
を
す
る
と
と
も

に
、
18
日
（
月
）
に
は
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
と
し
て
国
及

び
各
自
治
体
等
か
ら
の
支
援
要
請
に
対
し
て
、

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
内
全
施
設
（
熊
本
県
・
大
分
県
内
所

在
病
院
を
除
く
）
で
対
応
を
行
う
こ
と
を
決
め
、

理
事
長
よ
り
全
施
設
に
対
し
協
力
要
請
通
知
の

発
出
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
方
針
に
基
づ
き
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
と
し
て
医
療

救
護
班
を
継
続
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
九
州
地

区
管
内
病
院
と
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
を
開
催
し
、
現

場
か
ら
の
状
況
報
告
及
び
要
望
等
を
聴
取
し
ま

し
た
。

●
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
施
設
の
被
災
状
況

　

湯
布
院
病
院
に
お
い
て
、
高
架
水
槽
破
損
、

建
物
亀
裂
等
に
よ
り
当
初
は
大
幅
な
診
療
制
限

等
を
行
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
外
来
に
つ
い
て
は

全
面
再
開
し
て
い
ま
す
。
入
院
病
棟
は
半
分
程

度
を
使
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
６
月
下
旬
に
全

病
棟
の
使
用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
病
院
に
つ
い
て
は
、
軽
微
な
被
害

は
あ
っ
た
も
の
の
診
療
に
影
響
を
与
え
る
よ
う

な
大
き
な
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
被
災
患
者
の
受
入
状
況

　
病
棟
に
被
害
を
受
け
診
療
継
続
困
難
と
な
っ

た
病
院
か
ら
の
入
院
患
者
の
受
入

・	
熊
本
総
合
病
院　

32
名（
熊
本
市
内
か
ら
８
名
、

益
城
町
周
辺
か
ら
８
名
、
八
代
市
か
ら
16
名
）

・	

佐
賀
中
部
病
院 　

８
名
（
大
津
町
か
ら
）

・	

人
吉
医
療
セ
ン
タ
ー　

５
名
（
八
代
市
か
ら
）

　
停
電
や
断
水
に
よ
り
稼
働
が
困
難
と
な
っ
た

施
設
か
ら
の
透
析
患
者
の
受
入

・	

熊
本
総
合
病
院　

87
名
（
熊
本
市
周
辺
か
ら
）

震災による救急外来の受診（4月14日～5月16日） ●DMAT等の活動状況（10チーム44名）

●医療救護班の派遣状況（７チーム38名）

病　院　名 重症 中等 軽傷 合計

熊本総合
病院 3 26 121 150人

人吉医療
センター 1 8 47 56人

天草中央
総合病院 0 7 62 69人

湯布院病院 0 1 7 8人

計 4 42 237 283人

●
そ
の
他
医
療
従
事
者
の
派
遣
状
況

　

16
施
設
か
ら
延
べ
60
名
（
札
幌
北
辰
１
名
、

仙
台
１
名
、群
馬
１
名
、千
葉
２
名
、中
京
10
名
、

四
日
市
羽
津
２
名
、
大
和
郡
山
１
名
、
下
関
３

名
、
徳
山
５
名
、
久
留
米
１
名
、
福
岡
ゆ
た
か

１
名
、
伊
万
里
松
浦
１
名
、
熊
本
３
名
、
人
吉

17
名
、
天
草

８
名
、
湯
布

院
３
名
）
の

医
療
従
事
者

を
派
遣
し
ま

し
た
。

病　院　名 派遣先 出動日

徳山中央病院
熊本医療センター 4月16日（土）～18日（月）

阿蘇医療センター 4月20日（水）～23日（土）

九州病院

熊本赤十字病院 4月15日（金）～16日（土）

福岡空港（SCU活動） 4月17日（日）

久留米大学病院
（SCU活動） 4月18日（月）

諌早総合病院 熊本赤十字病院 4月15日（金）～16日（土）

人吉医療センター 熊本赤十字病院
4月15日（金）

4月16日（土）

南海医療センター 竹田医師会 4月18日（月）

佐賀中部病院 益城町保健福祉
センター 5月1日（日）～４日（水）

病　院　名 派遣先 出動日

諌早総合病院

菊池保健所管内の
避難所及び救護所

4月21日（木）～23日(土）

九州病院 4月23日（土）～25日(月）

南海医療センター 4月25日（月）～27日(水）

宮崎江南病院 4月27日（水）～29日(金）

久留米総合病院 4月29日（金）～5月1日(日）

神戸中央病院 5月2日（月）～6日(金）

中京病院 熊本市西区役所（避難所） 4月22日（金）～28日(木）

　

当
院
の
あ
る
八
代
市
は
３
度
の
強
・
烈
震
（
前

震
：
５
弱
、
本
震
：
６
弱
、
八
代
地
方
震
源
：

５
強
）
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
３
年
前
に
新

築
し
た
建
物
は
、
低
層
階
（
５
階
）
と
高
層

階
（
14
階
）
が
組
合
わ
さ
っ
た
形
状
の
た
め
か
、

思
い
が
け
ず
高
層
階
ほ
ど
衝
撃
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
施
設
な
ら
び
に
機
器
に
対
す
る
損
傷

は
軽
微
で
あ
り
、
被
災
地
域
に
在
り
な
が
ら
病

　

２
０
１
６
年
４
月
16
日
午
前
１
時
25
分
、
湯

布
院
病
院
が
震
度
6
弱
の
地
震
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。
当
時
２
０
６
名
が
入
院
し
て
お
り
、
近

隣
か
ら
は
56
名
の
避
難
者
が
来
院
さ
れ
ま
し

た
。
屋
上
に
あ
る
高
架
水
槽
が
破
損
し
、
東
棟

は
１
階
ま
で
漏
水
し
一
部
は
水
浸
し
と
な
り
ま

し
た
。
壁
面
の
ひ
び
割
れ
が
あ
ち
こ
ち
で
み
ら

れ
、
モ
ル
タ
ル
等
の
落
下
し
た
場
所
も
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
屋
根
瓦
が
破
損
し
一
部
は
落

下
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
頻
繁
に
余
震
が
発
生
。

停
電
は
数
時
間
で
解
消
さ
れ
ま
し
た
が
、
ガ
ス

は
4
月
17
日
ま
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

発
災
直
後
の
時
点
で
は
、
幸
に
し
て
入
院
患
者
・

職
員
に
は
大
き
な
身
体
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

発
災
当
日
、
地
区
事
務
所
に
依
頼
を
し
、
九

州
病
院
か
ら
飲
料
水
・
非
常
食
が
ト
ラ
ッ
ク
で

届
け
ら
れ
ま
し
た
。
高
架
水
槽
の
復
旧
の
見
込

み
は
立
た
ず
、
汚
物
処
理
が
充
分
に
で
き
な
い

院
機
能
を
失
う
こ
と
な
く
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
病
院
と

し
て
災
害
医
療
に
大
い
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

震
災
直
後
か
ら
通
常
通
り
入
院
と
外
来
診
療

を
実
施
し
、
約
１
か
月
間
で
震
災
に
よ
る
救
急

外
来
の
受
診
患
者
１
５
０
人
（
重
症
３
人
、
中
・

軽
症
１
４
４
人
、
軽
症
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群

３
人
）
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
手
術
室
の
被
害

も
全
く
無
か
っ
た
の
で
、
搬
送
さ
れ
た
重
症
の

開
放
骨
折
の
患
者
に
対
し
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
緊

急
手
術
が
実
施
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
病
院
か
ら
の
入

院
患
者
を
、
熊
本
市
か
ら
８
人
、
益
城
町
近
隣

か
ら
８
人
、
八
代
市
か
ら
16
人
受
け
入
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
当
院
に
既
に
入
院
し
て
お
り
状
態

が
落
ち
着
い
て
き
た
患
者
に
つ
い
て
、
後
方
の

病
院
に
無
理
を
言
っ
て
受
け
入
れ
て
も
ら
っ
た

こ
と
で
病
床
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

透
析
患
者
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
当
院

の
透
析
室
が
３
階
で
あ
る
た
め
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
自
動
停
止
が
患
者
搬
送
に
支
障
を
来
し

ま
し
た
。
本
震
の
後
、
熊
本
市
近
郊
か
ら
延
87

人
の
透
析
患
者
（
う
ち
夜
間
透
析
57
人
）
を
受

け
入
れ
ま
し
た
が
、
本
震
と
度
重
な
る
余
震
で

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
使
用
で
き
な
か
っ
た
４
月
16

日
に
は
、
自
主
参
集
し
た
職
員
が
歩
け
な
い
患

者
を
担
架
で
階
段
搬
送
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
強
い
要
望
に
お
応
え
し
て
、
急
遽
、

外
来
を
避
難
所
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。
も
し
建
替
え
て
い
な
け
れ
ば
未
耐
震

で
あ
っ
た
旧
病
院
は
恐
ら
く
倒
壊
し
、
犠
牲
者

が
出
て
い
た
か
と
思
う
と
空
恐
ろ
し
い
気
持
ち

に
な
る
と
同
時
に
、
病
院
の
耐
震
化
の
重
要
性

を
実
感
し
ま
し
た
。

　

数
々
の
ご
厚
情
を
い
た
だ
き
、
職
員
一
同
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

病
院
の
耐
震
化
の
重
要
性
を
実
感

熊
本
総
合
病
院
　
院
長
　
島
田 

信
也

被
災
と
復
旧　

高
架
水
槽
破
損
、感
染
症
リ
ス
ク

湯
布
院
病
院
　
院
長
　
根
橋 

良
雄

人工透析患者の階段搬送の様子

壊れた屋根瓦 医療救護班の活動（久留米総合病院）

特集平成28年 熊本地震関係報告
この度の熊本地震により、熊本県・大分県を中心とした九州地方で

さまざまな被害が発生しましたことに、
心からお見舞いを申し上げます。

被害に遭われた方々のご苦労とご心痛をお察しし、
不幸にも亡くなられた方のご冥福をお祈りいたします。

　JCHO における対応状況について報告します。
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熊
本
、
大
分
の
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
普
段
を
少
し

で
も
早
く
取
り
戻
せ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
地
震
は
、
２
つ
の
大
き
な
地
震
が
連

続
し
て
発
生
し
た
点
と
、
余
震
の
回
数
が
桁
違

い
に
多
い
と
い
う
こ
と
が
特
徴
で
し
ょ
う
。
そ

の
た
め
、
被
害
が
よ
り
拡
大
し
、
人
々
の
不
安

も
持
続
し
、
復
旧
作
業
の
ス
ピ
ー
ド
も
上
が
ら

ず
、
ま
た
車
中
泊
を
す
る
人
が
非
常
に
多
く
な

り
肺
塞
栓
対
策
な
ど
避
難
者
対
策
の
新
た
な
問

題
が
浮
上
し
ま
し
た
。

　

支
援
活
動
に
つ
い
て
は
、
各
々
に
精
一
杯
貢

献
し
て
い
た
だ
き
、
合
格
点
は
出
せ
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
問
題
も
あ
り
ま
し
た
。

仕
方
な
い
こ
と
で
す
が
、
や
は
り
情
報
の
問
題

で
す
。
ど
う
し
て
も
断
片
的
で
全
体
像
が
掴
め

ず
に
判
断
に
迷
う
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
情
報
、
要
望
を
整
理
、
ま
と
め
て
広

報
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
す
。
そ
の
為
か
、
支

援
活
動
に
今
ひ
と
つ
統
一
感
を
感
じ
ま
せ
ん
で

し
た
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
早
期
よ
り
組
織
だ
っ
た
活

動
が
出
来
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
に
つ
い
て

は
、
ど
う
な
っ
た
の
か
、
何
が
必
要
な
の
か
が

伝
わ
っ
て
き
ま
せ
ん
。
支
援
要
請
が
な
い
の
で

間
に
合
っ
て
い
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
が
…
。

情
報
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
指
揮
命
令
系
統
の
早

期
の
確
立
、
統
一
が
必
要
で
す
。
現
地
は
混
乱

し
て
お
り
、
そ
の
役
割
を
科
す
の
は
酷
で
す
。

大
き
な
自
然
災
害
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て

い
る
わ
が
国
に
こ
そ
、
米
国
の
連
邦
緊
急
事
態

管
理
庁
の
よ
う
な
、
大
災
害
発
生
時
に
即
座
に

指
揮
を
と
れ
る
省
庁
横
断
的
組
織
が
必
要
と
感

じ
ま
す
。

　

困
難
は
し
ば
ら
く
続
く
と
予
想
さ
れ
、
こ
れ

か
ら
も
支
援
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

前
野
◆
４
月
の
診
療
報
酬
改
定
で
は
、
地
域
包

括
ケ
ア
の
推
進
が
大
き
な
柱
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
日
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
病
院
は
７
対

１
入
院
基
本
料
の
届
出
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

急
性
期
病
床
を
維
持
し
つ
つ
地
域
包
括
ケ
ア
を

推
進
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

重
症
度
、医
療
・
看
護
必
要
度
の

要
件
の
ク
リ
ア
と
精
度
向
上

病
院
全
体
で
の
対
応
が
鍵

河
嶋
◆
今
回
の
改
定
で
は
、
看
護
関
連
の
項
目

が
か
な
り
変
わ
り
ま
し
た
ね
。
入
院
基
本
料
の

要
件
が
厳
格
化
し
、
そ
の
一
つ
と
し
て
一
般
病

棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
の
Ａ
項

目
、
Ｂ
項
目
が
見
直
さ
れ
、
新
た
に
Ｃ
項
目
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

吉
田
◆
今
回
の
改
定
に
向
け
た
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
必
要
度
の
基
準
を
満
た
せ
ず
心
配

で
し
た
。
対
応
と
し
て
は
、Ｂ
項
目
、特
に
食
事
、

口
腔
ケ
ア
、
寝
返
り
の
部
分
の
チ
ェ
ッ
ク
漏
れ
、

記
載
漏
れ
が
見
受
け
ら
れ
た
の
で
注
意
喚
起
を

し
ま
し
た
。
あ
と
、
パ
ル
ス
療
法
の
治
療
中
に

頻
脈
や
動
悸
を
訴
え
る
方
が
多
い
た
め
、
心
電

図
モ
ニ
タ
ー
装
着
の
妥
当
性
を
検
討
し
ま
し

た
。
Ｃ
項
目
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
評
価
さ
れ

て
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
、
４
月
は
重
症
患
者
割
合
が
27
・
５
％
と

ま
ず
ま
ず
の
状
態
で
し
た
。

茂
木
◆
当
院
で
は
、
ま
ず
幹
部
会
議
や
各
種
委

員
会
で
、
今
回
の
改
定
で
評
価
さ
れ
て
い
る
急

性
期
医
療
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
に
つ
い
て
共
通

認
識
を
も
ち
、
特
に
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
く
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

必
要
度
の
精
度
向
上
に
関
し
て
は
、
従
来
は
看

護
業
務
改
善
委
員
会
で
監
査
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
後
は
医
師
に
も
き
ち
ん
と
関
わ
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
周
知
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
あ
と
、
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
の
必
要
な
患
者

さ
ま
に
全
て
モ
ニ
タ
ー
を
装
着
で
き
る
よ
う
に
整

備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
各
病
棟
が
何
％
到

達
し
て
い
る
か
は
、
週
１
回
、
医
事
課
か
ら
電
子

カ
ル
テ
の
院
内
メ
ー
ル
で
各
診
療
科
の
部
長
と

看
護
師
長
に
周
知
し
て
い
ま
す
。
各
部
署
で
も
、

そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
た
掲
示
を
す
る
な
ど
、
毎
日
、

医
師
と
看
護
師
が
自
分
の
部
署
の
値
を
確
認
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

河
嶋
◆
病
院
全
体
を
巻
き
込
ん
で
今
回
の
改
定

に
臨
ん
だ
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
必
要

度
の
項
目
は
、
お
そ
ら
く
今
ま
で
医
師
は
あ
ま

り
ご
存
じ
で
な
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
心
電
図
モ

ニ
タ
ー
を
装
着
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
何
か

検
討
さ
れ
て
い
た
り
、
実
際
に
作
ら
れ
た
り
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

茂
木
◆
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
な
基
準
は
な
く
医

師
の
判
断
で
す
。
看
護
師
サ
イ
ド
か
ら
必
要
と

思
う
場
合
に
は
医
師
に
言
っ
た
り
し
ま
す
。
基

本
的
に
は
重
症
度
が
高
い
方
、
心
疾
患
を
お
持

ち
の
方
、
抗
が
ん
剤
投
与
中
、
手
術
後
の
患
者

さ
ま
で
す
。
明
文
化
し
て
い
く
の
は
こ
れ
か
ら

の
作
業
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

河
嶋
◆
看
護
必
要
度
と
し
て
点
数
評
価
に
関
わ

る
部
分
で
す
の
で
、
確
実
な
エ
ビ
デ
ン
ス
、
根

拠
と
い
う
の
が
求
め
ら
れ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
今
後
ご
検
討
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

福
井
◆
当
院
で
も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
必

要
度
が
満
た
せ
な
い
状
況
で
し
た
が
、
Ｃ
項
目

が
増
え
た
こ
と
で
25
％
の
維
持
が
し
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
項
目
と
Ｂ
項
目
に
関
し
て
は
、
今
ま
で
も

必
要
度
の
結
果
が
現
状
よ
り
低
い
と
見
受
け
ら

れ
る
病
棟
に
対
し
て
点
検
し
て
お
り
、
４
月
の

改
定
で
は
事
務
部
門
と
共
同
し
て
電
子
カ
ル
テ

の
記
録
シ
ス
テ
ム
を
使
い
や
す
い
よ
う
改
修
し

ま
し
た
。
そ
の
シ
ス
テ
ム
に
沿
っ
て
師
長
、
副

師
長
と
総

務
企
画
課

の
両
方
で

チ
ェ
ッ
ク

が
入
る
と

い
う
状
況

に
な
っ
て

い
ま
す
。

一
番
困
っ

た
の
は
、

危
険
行
動

の
発
生
日

か
ら
の
日

数
や
、
救

急
搬
送
後

の
入
院
、手
術
後
の
日
数
な
ど
の
把
握
で
、チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
（
Ｈ

Ｃ
Ｕ
）
か
ら
病
棟
へ
の
申
し
送
り
を
徹
底
し
ま

し
た
。
今
後
は
必
要
度
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

更
に
記
録
を
充
実
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

病
院
全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
入
院
状
況

速
報
を
毎
日
２
時
間
毎
に
更
新
し
、
そ
こ
に
看
護

必
要
度
も
入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
診
療
会
議
と

い
う
医
師
の
会
議
で
も
周
知
を
試
み
て
い
ま
す
。

た
め
感
染
症
の
リ
ス
ク
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。

翌
17
日
、
一
時
的
に
退
院
可
能
な
患
者
は
退
院
、

そ
れ
以
外
の
患
者
は
他
院
へ
の
紹
介
を
お
こ
な

う
決
定
を
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
在
院
患
者

は
23
日
に
は
54
名
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
病

棟
で
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
・
発
症
患
者

が
出
ま
し
た
が
短
期
間
で
終
息
し
ま
し
た
。
高

架
水
槽
は
、
応
急
的
修
理
で
4
月
24
日
に
使
用

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
23
日
現
在
、
建
物
の
修
理
が
続
い
て
い

情
報
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
広
報
す
る
仕
組
み
が
必
要

九
州
地
区
担
当
理
事
／
九
州
病
院
　
院
長
　
多
治
見 

司

ま
す
が
、
倒
壊
の
恐
れ
は
な
く
、
外
来
・
手
術

室
は
ほ
ぼ
復
旧
、
入
院
は
半
数
程
度
の
患
者
を

受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
日
（
22
日
）、

全
病
棟
の
使
用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
内
か
ら
の
迅
速
な
支
援

を
は
じ
め
、地
域
、行
政
・
医
療
機
関
等
の
協
力
・

援
助
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
、
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

九州病院からの支援物資

漏水被害のあった東棟

DMAT派遣先（熊本赤十字病院）での活動

平成28年 熊本地震関係報告 特集
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美
濃
◆
12
月
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
が

低
か
っ
た
の
で
、
看
護
師
長
会
議
、
管
理
者
会

議
、
運
営
会
議
、
医
局
会
等
で
結
果
を
報
告
し
、

先
生
方
に
も
必
要
度
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ

き
、
呼
吸
ケ
ア
の
充
実
、
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
の

適
切
な
使
用
な
ど
対
策
に
つ
い
て
共
有
し
ま
し

た
。
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
に
評
価
基
準
表

を
掲
示
し
、
職
員
へ
も
意
識
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。
院
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
各
病
棟
、
病
院
全
体
の

必
要
度
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

基
準
を
満
た
す
勤
務
表
の
作
成

看
護
職
員
の
負
担
軽
減
・

夜
間
看
護
体
制
の
充
実
へ

河
嶋
◆
今
回
の
報
酬
改
定
で
看
護
職
員
の
負
担

軽
減
と
い
う
項
目
が
条
件
と
し
て
入
っ
た
こ
と

に
よ
る
影
響
は
あ
り
ま
す
か
。

吉
田
◆
看
護
職
員
夜
間
配
置
加
算
16
対
1
取
得

に
向
け
リ
リ
ー
フ
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

去
年
、
師
長
会
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
勤
務
表

の
作
成
を
日
本
看
護
協
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

合
わ
せ
よ
う
と
始
め
た
と
こ
ろ
な
の
で
、
こ
れ

を
充
実
さ
せ
れ
ば
加
算
の
要
件
を
満
た
せ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

美
濃
◆
16
対
１
取
得
に
向
け
て
看
護
職
員
の
増

員
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
昼
間
は
６
時
間
の
ス

タ
ッ
フ
や
パ
ー
ト
で
人
員
は
い
る
の
で
す
が
、

夜
勤
を
す
る
看
護
師
が
少
な
く
、
適
宜
、
中
途

採
用
の
方
を
入
れ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
こ
で
カ

バ
ー
し
て
い
る
状
況
で
す
。

河
嶋
◆
全
国
ど
こ
の
看
護
部
長
さ
ん
も
悩
み
の

種
か
と
思
い
ま
す
。
育
休
率
も
ど
ん
ど
ん
高
く

な
っ
て
、
喜
ば
し
い
こ
と
な
ん
で
す
け
ど
、
夜

勤
要
員
の
確
保
で
は
私
も
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

　

新
宿
が
12
対
１
を
取
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
ど
の
よ
う
に
体
制
を
組
ま
れ
て
い
る
の

か
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

茂
木
◆
基
本
的
に
急
性
期
の
病
棟
は
夜
勤
者
を

３
人
配
置
し
、
毎
日
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
状

況
に
応
じ
て
看
護
部
長
が
夜
勤
者
の
必
要
数
を

確
認
し
て
い
ま
す
。
当
院
は
急
性
期
病
棟
が
10

病
棟
で
あ
り
、
患
者
数
が
３
６
０
人
ま
で
は
、

12
対
１
で
夜
勤
の
看
護
師
が
30
名
い
れ
ば
い
い

の
で
す
が
、
患
者
数
が
３
６
１
人
を
超
え
た
日

は
31
名
の
看
護
師
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
各
病

棟
の
協
力
を
得
て
忙
し
い
病
棟
の
遅
番
看
護
師

を
夜
勤
に
変
更
し
４
人
夜
勤
に
し
て
夜
勤
者
を

確
保
す
る
な
ど
の
対
応
を
し
ま
す
。
た
だ
、
緊

急
入
院
等
で
予
想
以
上
に
患
者
さ
ん
が
増
え
る

こ
と
も
あ
り
、
苦
肉
の
策
で
病
棟
の
師
長
が
急

遽
夜
勤
に
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

看
護
補
助
者
の
業
務
を
見
直
し

看
護
の
質
の
向
上
を
図
る

河
嶋
◆
看
護
補
助
者
が
事
務
的
業
務
を
実
施
で

き
る
こ
と
が
今
回
の
改
定
で
明
文
化
さ
れ
ま
し

た
。
配
置
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

茂
木
◆
以
前
、
紙
カ
ル
テ
か
ら
電
子
カ
ル
テ
に

移
行
し
た
時
に
業
務
内
容
を
見
直
し
、
看
護
補

助
者
の
業
務
に
つ
い
て
も
整
理
し
ま
し
た
。
書

類
・
伝
票
類
の
整
理
や
作
成
の
代
行
、
入
院
時

の
病
棟
案
内
、検
査
室
へ
の
案
内
、配
膳
・
下
膳
、

食
事
摂
取
量
の
確
認
、
身
長
・
体
重
等
の
計
測

と
そ
の
結
果
を
電
子
カ
ル
テ
へ
入
力
す
る
業
務

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
急
性
期
の
10
病
棟
に

５
名
、
２
病
棟
あ
た
り
１
名
の
事
務
的
業
務
を

行
う
看
護
補
助
者
が
い
ま
す
。

吉
田
◆
各
病
棟
に
４
時
間
パ
ー
ト
の
方
が
い
ま

す
。
書
類
の
整
理
や
病
棟
の
案
内
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
現
在
は
看
護
補
助
者
と
し
て
算
定
し

て
い
ま
せ
ん
。

美
濃
◆
当
院
で
は
今
の
と
こ
ろ
従
来
の
療
養
生

活
上
の
世
話
中
心
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
１
名
だ
け
入
院
時
の
案
内
な
ど
を
行
っ

て
い
る
者
が
い
ま
す
の
で
、
今
日
の
お
話
し
を
聞

い
て
看
護
補
助
者
が
事
務
的
業
務
を
行
う
こ
と

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

河
嶋
◆
看
護
職
が
扱
う
事
務
作
業
は
膨
大
な
量

が
あ
り
ま
す
の
で
、
限
ら
れ
た
看
護
職
を
有
効

に
活
用
し
て
看
護
の
質
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も

工
夫
を
し
て
い
け
る
と
い
い
で
す
ね
。

連
携
室
と
病
棟
が
協
働
し

退
院
支
援
を
充
実

河
嶋
◆
退
院
支
援
の
取
り
組
み
や
医
療
機
関
間

の
連
携
を
推
進
す
る
た
め
、
従
来
の
退
院
調
整

加
算
が
整
理
・
再
編
さ
れ
、「
退
院
支
援
加
算
」

と
し
て
新
設
・
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
退
院
支
援

職
員
で
あ
る
看
護
師
（
退
院
支
援
看
護
師
）
の

配
置
や
教
育
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。

吉
田
◆
退
院
支
援
加
算
１
の
人
員
配
置
は
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
、
地
域
連
携
室
の
退
院
支
援
看
護

師
２
名
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
３
名
で
は
足

り
な
い
の
で
、
病
棟
の
退
院
支
援
看
護
師
を
活

用
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
要
件
に
３

日
以
内
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

入
院
し
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
外
来
の
時
点
で

情
報
を
得
て
介
入
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

茂
木
◆
当
院
で
も
加
算
１
の
要
件
は
厳
し
い
の

で
す
が
、
平
成
20
年
度
か
ら
地
域
連
携
推
進

チ
ー
ム
会
を
立
ち
上
げ
、
各
部
署
に
１
人
ず
つ

い
る
メ
ン
バ
ー
が
師
長
と
副
師
長
と
協
力
し
な

が
ら
退
院
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
看

護
師
の
継
続
教
育
で
退
院
調
整
に
関
す
る
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
な
ど
の
研
修
を
行
っ
て
、
一
人
一
人

が
受
け
持
ち
患
者
の
退
院
支
援
に
関
わ
れ
る
よ

う
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

福
井
◆
連
携
室
と
病
棟
師
長
・
副
師
長
を
中
心

に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
加
算
Ⅰ

の
要
件
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
チ
ェ
ッ
ク
を
含
め
た

記
録
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
可
視
化
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
か
ら
は
連
携
室
の

専
従
の
退
院
支
援
看
護
師
が
全
て
の
患
者
さ
ん

に
関
わ
り
、
病
棟
の
看
護
師
と
と
も
に
必
要
な

支
援
を
皆
で
検
討
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ニ
ー

ズ
の
見
逃
し
を
防
ぎ
、
そ
れ
に
よ
り
看
護
の
質

も
必
然
的
に
上
が
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

河
嶋
◆
お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、
院
内
の
シ
ス

テ
ム
を
変
え
る
時
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

作
っ
て
、
い
ろ
ん
な
職
種
が
パ
ッ
と
集
ま
っ
て

話
し
合
え
る
文
化
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

福
井
◆
ま
ず
関
係
部
署
で
集
ま
っ
て
話
し
合

い
、
そ
こ
で
決
ま
っ
た
こ
と
を
、
先
生
方
が
入

ら
れ
た
委
員
会
に
提
示
し
て
協
力
を
お
願
い
し

た
方
が
進
む
よ
う
で
す
。

院
内
の
認
定
看
護
師
等
の

人
財
を
地
域
へ

在
宅
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

河
嶋
◆
退
院
直
後
の
決
ま
っ
た
期
間
、
入
院
医

療
機
関
か
ら
訪
問
指
導
を
行
う
こ
と
を
評
価
す

る「
退
院
後
訪
問
指
導
料
」が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
他

の
医
療
機
関
の
看
護
師
に
同
行
し
た
場
合
の「
訪

問
看
護
同
行
加
算
」
も
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

吉
田
◆
腹
膜
透
析
導
入
、
人
工
肛
門
増
設
、
認

知
症
の
患
者
さ
ん
な
ど
ニ
ー
ズ
の
あ
る
方
が
多

い
の
で
、
体
制
を
整
え
、
な
る
べ
く
早
く
実
施

し
て
い
き
た
い
で
す
。

茂
木
◆
誤
嚥
性
肺
炎
が
軽
快
し
退
院
し
た
方
に

対
し
て
、
摂
食
・
嚥
下
障
害
看
護
認
定
看
護
師

が
当
院
の
訪
問
看
護
室
と
一
緒
に
訪
問
し
た
と

い
う
事
例
が
あ
り
ま
す
。
認
定
看
護
師
の
相
談

窓
口
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
院
内
に
掲
示
を

し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
地
域
の
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の
依
頼
の
他
、
患
者
さ
ん
本

人
や
、
ご
家
族
、
地
域
の
方
か
ら
連
絡
が
入
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

福
井
◆
去
年
の
地
区
事
務
所
の
在
宅
研
修
の
中

で
、
退
院
支
援
に
関
わ
っ
た
患
者
さ
ん
の
自
宅

訪
問
を
し
て
レ
ポ
ー
ト
に
す
る
課
題
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
訪
問
の
経
験
が
な
か
っ
た
ス

タ
ッ
フ
か
ら
非
常
に
良
か
っ
た
と
の
反
応
が
あ

り
、
今
年
度
は
ラ
ダ
ー
レ
ベ
ル
Ⅲ
の
必
須
研
修

と
し
て
訪
問
看
護
研
修
を
取
り
入
れ
、
地
域
包

括
ケ
ア
と
退
院
支
援
の
項
目
を
強
化
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
院
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
関

わ
っ
た
患
者
さ
ん
に
は
必
ず
訪
問
し
よ
う
と
取

り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。
や
は
り
在
宅
で
の

姿
を
見
る
こ
と
が
大
事
で
す
の
で
、
そ
れ
が
診

療
報
酬
に
も
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

河
嶋
◆
病
院
の
中
に
い
る
認
定
看
護
師
を
地
域

の
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
今
後
一
層
求
め
ら
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
の
体
制
や
手
続
き
を
整
え
て
お
く
こ

と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

多
職
種
チ
ー
ム
に
よ
る

認
知
症
ケ
ア

ス
タ
ッ
フ
の
教
育
が
急
務

河
嶋
◆
身
体
疾
患
の
た
め
に
入
院
し
た
認
知
症

患
者
に
対
す
る
病
棟
で
の
ケ
ア
や
他
職
種
チ
ー

ム
の
介
入
に
関
し
て
「
認
知
症
ケ
ア
加
算
」
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
。

吉
田
◆
認
知
症
の
認
定
看
護
師
が
中
心
に
な
り
、

加
算
を
取
得
し
よ
う
と
動
い
て
い
ま
す
。
認
知

症
サ
ポ
ー
ト
医
は
、昨
年
ま
で
は
い
た
の
で
す
が
、

そ
の
先
生
が
転
勤
に
な
っ
て
し
ま
い
、
新
た
に
研

修
に
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

美
濃
◆
当
院
も
加
算
２
を
目
指
し
、
認
知
症
ケ

ア
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

脳
外
科
の
先
生
が
認
知
症
に
対
し
て
積
極
的
で

す
の
で
、
そ
の
チ
ー
ム
の
中
で
勉
強
会
か
ら
ま

ず
始
め
て
い
こ
う
と
い
う
話
で
す
。
認
知
症
の

リ
ン
ク
ナ
ー
ス
と
し
て
７
名
が
受
講
済
で
す
。

河
嶋
◆
ち
な
み
に
、
ケ
ア
チ
ー
ム
の
構
成
メ
ン

バ
ー
は
。

美
濃
◆
今
は
看
護
部
だ
け
で
す
が
、
今
後
、
医
師

を
中
心
に
、リ
ハ
ビ
リ
、事
務
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
入
れ
て
、
病
院
全
体
で
取
り
組
む
予
定
で
す
。

福
井
◆
加
算
２
の
施
設
基
準
に
必
要
な
看
護
師

の
研
修
は
、
例
え
ば
10
名
応
募
し
て
２
名
し
か

行
け
な
い
と
か
、
希
望
者
に
対
し
て
研
修
会
が

少
な
い
で
す
ね
。

河
嶋
◆
本
部
が
開
催
す
る
認
知
症
看
護
研
修
も
、

実
は
今
回
応
募
が
多
く
て
各
病
院
１
名
し
か
お

受
け
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
第
２
回
を
秋
に
開
催

予
定
で
す
。
過
去
２
年
間
に
開
催
し
た
研
修
も

対
象
と
し
て
も
ら
え
る
よ
う
厚
生
労
働
省
と
調

整
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
度
、
地
区
事

務
所
で
開
催
し
た
認
知
症
対
応
力
向
上
研
修
に

つ
い
て
も
、フ
ォ
ロ
ー
研
修
を
受
講
す
る
こ
と
で
、

こ
の
加
算
の
要
件
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
で
き
る

だ
け
多
く
の
看
護
師
が
こ
の
対
象
に
な
れ
る
よ

う
本
部
と
し
て
も
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

前
野
◆
皆
さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
や
病
院
の
事
情
が
異
な
る
中
、
そ
こ
で

主
体
的
に
創
意
工
夫
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。
地
域
包
括
ケ
ア
は
全
国
で
試
行
錯
誤
し
て

い
る
状
態
で
す
が
、
特
に
地
域
医
療
の
改
革
を

進
め
る
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
動
き
と
い
う
の
は
全
国
か

ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
の

医
療
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
、
気
概
を
持
っ
て

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
座
談
会
は
Ｌ
ｙ
ｎ
ｃ
に
よ
り
本
部
及
び
４

病
院
を
つ
な
い
で
行
い
ま
し
た
。

◆仙台病院　看護部長

吉田 和子
◆りつりん病院　看護師長

美濃 久美子

◆東京新宿メディカルセンター
看護師長

茂木 真由美
◆企画経営部患者サービス推進
課長（前北海道病院看護部長）

河嶋 知子

◆可児とうのう病院　看護部長

福井 是子
◆司会：理事（広報担当）
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医
療
は
専
門
医
へ
の
ニ
ー
ズ
が
強
く
な
る
一
方
、
地

域
医
療
の
場
で
は
、
幅
の
広
い
診
療
能
力
を
有
し
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
も
要
と
な
る
総
合
診
療
医

（H
ospitalist

）
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
は
、
地
域
医
療
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
要
と

し
て
地
域
住
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
地
域
住
民

の
生
活
を
支
え
る
こ
と
が
使
命
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他

の
団
体
に
先
駆
け
、
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
総
合
診
療

医
の
育
成
を
始
め
ま
す
。

　
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
は
全
国
に
57
病
院
あ
り
、
病
床
数
や
診
療

科
も
多
様
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
医
療
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
多
様
な
病
院
を
持
つ
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ

の
特
性
を
活
か
し
つ
つ
、
総
合
診
療
医
と
し
て
地
域
医

療
に
従
事
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
医
師
の
様
々
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
形
で
、
質
の
高
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

す
る
体
制
を
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
全
体
で
構
築
し
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、「
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
版
総
合
診
療
医（H

ospitalist

）

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
以
下
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
）

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
具
体
的
な
内
容
を
説

明
し
ま
す
。

　

地
域
医
療
の
現
場
で

　

必
要
な
エ
ッ
セ
ン
ス
を

　

２
年
間
で
習
得

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対
象
と
な
る
の
は
、
後
期
研
修

を
修
了
し
た
卒
後
6
年
目
以
降
の
医
師
で
す
（
図
１
）。

総
合
診
療
科
や
内
科
診
療
の
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ

ん
。
既
に
他
科
の
専
門
医
を
取
得
し
て
い
る
医
師
、
こ

れ
か
ら
開
業
し
て
地
域
医
療
に
従
事
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
医
師
な
ど
も
対
象
で
す
。
こ
の
方
々
が
、
地

域
医
療
の
現
場
で
必
要
な
エ
ッ
セ
ン
ス
を
詰
め
込
ん
だ

２
年
間
（
３
年
間
ま
で
延
長
可
）
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
①
地
域
医
療
の
実
践
病
院

（
主
に
中
小
病
院
）
に
お
け
る
総
合
診
療
医
、
②
医
師

不
足
地
域
（
離
島
・
へ
き
地
を
含
む
）
で
貢
献
す
る
医

師
、
又
は
③
総
合
診
療
が
可
能
な
開
業
医
、
と
し
て
地

域
医
療
を
実
践
す
る
能
力
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
基
本
に

　

経
験
や
希
望
に
応
じ
る
た
め
の

　

オ
プ
シ
ョ
ン
を
用
意

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
以

下
の
項
目
を
学
び
ま
す
（
図
２
）。

① 

総
合
診
療
を
実
践
す
る
た
め
に
必
要
な
臨
床
推
論
、

臨
床
疫
学
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等

② 

内
科
を
中
心
と
し
た
救
急
医
療

③ 

循
環
・
呼
吸
器
管
理
（
集
中
治
療
）

④ 

一
般
的
な
感
染
症
管
理

⑤ 

在
宅
医
療

⑥ 

５
疾
病
を
は
じ
め
と
し
た
複
合
疾
患

⑦ 

緩
和
・
終
末
期
医
療

⑧ 

フ
レ
イ
ル
・
認
知
症

⑨ 

放
射
線
読
影
・
超
音
波
手
技
等

　

ま
た
、
そ
の
他
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
小
児
科
、

産
科
、
透
析
、
精
神
疾
患
、
過
疎
地
域
で
の
研
修
な
ど
、

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
専
門
的
な
研
修
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

研
修
期
間
は
原
則
と
し
て
２
年
間
で
す
が
、
３
年
間

ま
で
延
長
可
能
で
す
。
こ
う
し
た
研
修
期
間
や
履
修
内

容
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
の
経
験
や
希
望
に
応
じ
て
、

柔
軟
に
対
応
し
ま
す
。

　

ま
た
、
研
修
終
了
後
に
は
、
学
会
と
共
同
（
予
定
）

で
認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
病
院
の
多
様
性
を

　

活
か
し
個
人
の
ニ
ー
ズ
に

　

合
わ
せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

　

構
築
が
可
能

　

次
に
、
研
修
病
院
に
つ
い
て
で
す
（
図
３
）。
前
述
の

初期臨床研修（2年）

新たな専門医制度における流れ
ＪＣＨＯでの取組みにおける流れ

JCHO版総合診療医（Hospitalist）育成
プログラム修了後に期待される役割

各基本領域の専門研修（３年～４年） 内科又は総合診療科研修（3年）

専門医
持続

サブスペシャルティ
領域へ

専門医制度における
総合診療研修の
２階建て

地域医療の実践

地域医療の現場で必要なエッセンスを
詰め込んだカリキュラム

JCHO版総合診療医
（Ｈｏｓｐｉｔａｌｉｓｔ）
育成プログラム（２年）

相応の技術・経験を獲得

開業準備
や

セカンド
キャリア

▶地域医療の現場（主に中小病
院）で総合診療医として貢献

▶離島・へき地への医師派遣

▶総合診療を実践する開業医

コア・カリキュラム項目 オプション

小児科
（基礎・応用）

産科
（基礎・応用）

透析患者の管理

精神疾患

専門診療の基礎領域
（ニーズに応じて）

過疎地域での
研修

＋
緩和・
終末期

フレイル
認知症

放射線読影
超音波検査

５疾病を
始めとした
複合疾患

感染症

総合診療部門

在宅

保健医療
マネジメント

医療倫理

臨床推論

臨床疫学

内科救急
集中治療

適宜レクチャー等で対応

図１ JCHO版総合診療医（Hospitalist）育成プログラムとは何か？図２ 育成プログラムの研修内容

注）研修期間や履修内容については、履修者の経験や希望に応じて柔軟に対応するものとする。
　　研修期間は２年間を想定（３年間の期間まで履修可）。

次世代の総合診療医の育成へ向け始動
JCHO版総合診療医（Hospitalist）育成プログラム

Topics

JCHO本部　医療課長　吉住 奈緒子
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と
お
り
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
に
は
多
様
な
病
院
が
あ
り
、
こ
れ
ら

の
病
院
を
そ
の
特
性
に
応
じ
て
総
合
診
療
重
点
病
院
、

地
域
研
修
病
院
、
又
は
専
門
研
修
病
院
に
指
定
し
ま
す

（
希
望
す
る
病
院
の
手
上
げ
）。
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
２
年

間
の
中
で
研
修
病
院
・
研
修
期
間
を
組
み
合
わ
せ
て
個

人
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
総
合
診
療
を
学
ぶ
こ
と
を
重
視
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
最
初
の
１
年
間
は
総
合
診
療
重
点
病

院
で
総
合
診
療
の
コ
ア
を
じ
っ
く
り
学
び
、
そ
の
後
の

半
年
間
地
域
医
療
の
最
前
線
で
あ
る
地
域
研
修
病
院
で

実
戦
経
験
を
積
ん
だ
後
、
最
後
の
半
年
間
で
不
足
し
て

い
る
専
門
分
野
に
つ
い
て
専
門
研
修
病
院
で
研
修
を
行

う
、
と
い
っ
た
研
修
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
地
域
医
療

の
最
前
線
を
重
点
的
に
経
験
し
た
い
場
合
、
ま
ず
地
域

研
修
病
院
で
３
ヵ
月
研
修
し
、
そ
の
後
専
門
研
修
病
院

と
地
域
研
修
病
院
を
３
ヵ
月
～
半
年
の
期
間
で
行
っ
た

り
来
た
り
し
な
が
ら
自
分
の
不
足
し
て
い
る
分
野
を
学

ぶ
、
と
い
う
研
修
も
可
能
で
す
。

　

総
合
診
療
医
と
し
て

　

活
躍
で
き
る
魅
力
的
な

　

キ
ャ
リ
ア
パ
ス

　

研
修
修
了
後
に
も
魅
力
的
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
用
意

し
ま
す（
図
３
）。
研
修
修
了
後
は
、１
年
間
の
留
学（
研

究
休
職
）
又
は
１
年
間
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
内
の
希
望
の
病
院
で

の
勤
務
を
行
っ
た
の
ち
、
２
年
間
地
域
研
修
病
院
で
ス

タ
ッ
フ
医
師
（
予
定
）
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
の
後
も
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
だ
け

る
場
合
、
将
来
の
幹
部
候
補
と
し
て
採
用
し
ま
す
。
ま

た
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
病
院
に
勤
務
し
な
い
場
合
で
も
、
Ｊ
Ｃ

Ｈ
Ｏ
提
携
大
学
で
学
位
取
得
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
等
の
国
際
機
関

や
厚
生
労
働
省
に
勤
務
（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
か
ら
各
機
関
へ
推

薦
）、
開
業
医
と
し
て
地
域
医
療
に
従
事
な
ど
多
様
な

選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実
し
た
も
の
に
な
る
か
ど
う
か

は
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
病
院
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
職
員
の
皆
さ
ん
一
人

一
人
の
ご
協
力
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
地
域
医
療
に
貢

献
す
る
と
い
う
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
、
Ｊ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
が
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
診
療
医
を
目
指
す
熱
意
あ
る
医
師
の

方
々
に
は
、
ぜ
ひ
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
Ｊ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
で
一
緒
に
働
い
て
い
た
だ
き
、
共
に
地
域
医
療
に
貢

献
し
て
い
き
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
始
に
向
け
て
、
本
部
も
ま
す
ま
す

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　一般社団法人地域医療機能推進学会では、2016年９月16日（金）、17日（土）に東京都港区高輪の

TKPガーデンシティ品川と JCHO本部研修棟を会場に『第２回 JCHO地域医療総合医学会』を開催する

こととし、鋭意準備を進めております。

　会長には本学会理事・JCHO埼玉メディカルセンター院長の細田洋一郎先生にご就任いただき、メインテー

マを「スタートしたチーム JCHO～その軌跡とミッションの達成に向けて～」といたしました。

　今回の医学会は本年２月に開催しました『第１回 JCHO地域医療総合医学会』のフォローアップの場と

して位置づけ、討議されたそれぞれのテーマが「どう展開したか。より深く分析されているか。実行にどの

ように結び付いているか。」等を検証することを目的にプログラムの企画編成を行いました。

　この度、開催スケジュールがほぼ固まりましたのでお知らせいたします。なお、企画編成等の都合上、内

容の一部を変更する場合がありますので、ご承知おきください。

　今回の特別講演には、2014 年にノーベル生理

学・医学賞を受賞されました山中伸弥先生（京都大

学 iPS細胞研究所所長・未来生命科学開拓部門教授）

をお招きしておりますので楽しみにしていてくださ

い。

　また、JCHO職員の皆様方からご応募いただきま

した「一般演題」につきましては、短い募集期間に

もかかわらず362題（口演発表　282題、ポスター

発表80題）ものエントリーをいただきました。こ

の場をお借りしまして御礼申し上げます。

　開催概要等につきましては、学会ホームページを

随時更新しておりますので、ご確認くださいますよ

うお願いいたします。皆様の参加を心からお待ちし

ております。

一般社団法人地域医療機能推進学会　事務局長　中村 仁

《　　　　　》学会ホームページ
http://www.jchs.or.jp/

総合診療を
実施している病院

地域医療のモデル
となる病院

原則として稼働病床
２００床未満、医師

１５名未満の病院を想定

研修病院・研修期間を自由に選択
（研修期間のうち、最低６ヶ月は地域研修病院で研修）

○ 研修生の多様なニーズに応じた充実した研修を実施
○ JCHO内の多様な病院を研修病院として有効活用
○ 研修後における魅力的な選択肢を提示

特定の科の専門的
研修が可能な病院

総合診療
重点病院 地域研修病院 専門研修病院

（例３） その他

３ヵ月
希望の
研修

３ヵ月
専門研修

３ヵ月
専門研修

３ヵ月
研修

6ヵ月
研修

6ヵ月
研修

6ヵ月
希望の
研修

研修修了
認定証授与

12ヵ月
専門研修

6ヵ月
研修

（例２） 地域医療の現場重視コース

（例１） 総合診療重視コース

研
修
修
了
後

義
務

任意

１年間留学
（海外又は国内）
（研究休職　給与は
70/100支給）

１年間
希望のJCHO病院で

勤務
（正規雇用）

２年間スタッフ医師
（P）として地域研修

病院で勤務

JCHO病院
幹部候補
として処遇

※その他

①

②

①または②を選択

※必要に応じて専門医取得

※ＪＣＨＯ提携大学にて学位取得
も可
※国際機関や厚労省での勤務も
可
※開業医等として地域貢献も可

● 開催スケジュール ※進行等の都合上、開始時間及び終了時間は多少変動する場合があります。	 （2016年６月時点）

１日目　9月16日（金） ２日目　9月17日（土）
10:30～ 10:45 開会式 9:00～ 10:30 継続テーマシンポジウム２

シンポジウム２
10:50～ 11:50 会長講演 9:00～ 12:00 一般演題（口演発表）
12:00～ 13:00 教育セミナー 10:30～ 12:00 継続テーマシンポジウム３

シンポジウム３
13:10～ 14:40 継続テーマシンポジウム１

シンポジウム１
12:10～ 13:10 教育セミナー

13:10～ 15:45 一般演題（口演発表） 13:20～ 14:50 シンポジウム４
13:30～ 15:40 一般演題（ポスター発表） 13:20～ 15:00 一般演題（口演発表）
16:00～ 17:00 特別講演　山中 伸弥　先生 13:30～ 14:45 一般演題（ポスター発表）
18:00～ 懇親会 15:00～ 閉会式

図３ JCHO版総合診療医（Hospitalist）育成プログラム（案）

〔インフォメーション〕

第2回
JCHO地域医療総合医学会の

開催に向けて
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